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平成28年１月25日 日程及び付議事件 

 

日 次 月  日 摘         要 

第１日 １月25日（月） 

案 件 

 保育園視察（鳥栖市立小鳩園）について 

〔説明、質疑〕 

 今後の保育園視察について 

〔協議〕 

現地視察 

 鳥栖市立小鳩園 
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１ 出席委員氏名 

 

委 員 長 中川原  豊 志  委 員 国 松  敏 昭 

副 委 員 長 柴 藤  泰 輔  〃 西 依  義 規 

委 員 内 川  隆 則  〃 樋 口  伸一郎 

〃 成 冨  牧 男    

 

２ 欠席委員氏名 

 

  な   し 

 

３ 委員会条例第19条による説明員氏名 

 

  健 康 福 祉 み ら い 部 長  篠原 久子 

  こ ど も 育 成 課 長  石橋 沢預 

  こ ど も 育 成 課 子 育 て 支 援 係 長  田中 大介 

 

４ 議会事務局職員氏名 

 

  議事調査係主査  武田 隆洋 

 

５ 日 程 

 

  保育園視察（鳥栖市立小鳩園）について 

〔説明、質疑〕 

  現地視察 

   鳥栖市立小鳩園 

 

  今後の保育園視察について 

〔協議〕 

 

６ 傍聴者 
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  な   し 

 

７ その他 

 

  な   し 
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  午後１時14分   

 

中川原豊志委員長 

ただいまより厚生常任委員会を開会いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

中川原豊志委員長 

今回は、12 月定例会の折に提案がありました市立保育園の視察を行いたいと思います。 

今回、１月及び２月から、一応、考えとしては４月・５月、５月・６月になるかわかりま

せんが、４カ所の市立保育園を予定しておりましたけれども、先ほどの御意見もありました

ので、日程調整については、また改めて検討していきたいと思います。 

また、今回、各委員のほうから事前に質問をお聞きしておりますので、その内容によって

進めさせていただきたいと思っております。 

本日の日程につきましては、小鳩保育園の概要、並びに質問事項の中の１から４の部分に

つきまして、事前に説明をいただいた後、現地に向かいたいというふうに思っております。 

お手元の質問内容の５以降については、現地で行っていただく予定としております。 

以上よろしくお願いいたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  保育園視察（鳥栖市立小鳩園）について 

 

中川原豊志委員長 

ではまず、鳥栖市立小鳩園の概要等につきまして、また、質問の１から４につきまして、

事前に執行部に質問しておりますので、執行部のほうから説明をお願いいたします。 

石橋沢預こども育成課長 

本日は鳥栖市立保育所小鳩園を現地視察いただくということでございますので、説明をさ

せていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

きょうはお手元に平成 28 年１月 25 日、鳥栖市立保育所小鳩園視察資料というものをお配

りしていると思いますので、これに沿って説明をさせていただきます。 

開会 

開議 
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最初に、小鳩園の経緯について簡単に御説明をさせていただきますが、小鳩園は昭和 31

年７月に現在のひかり園がある場所に定員 60 名で発足しております。 

その後、国鉄清算事業団用地を取得いたしまして、平成９年３月に現在の場所に移転、新

築をしております。 

施設の概要といたしましては、敷地面積は約 2,850 平方メートル、園舎につきましては、

鉄筋コンクリート造平屋建てで、保育室、遊戯室、調理室、相談室、職員室などを備え、建

物の延べ床面積は約 860 平方メートルとなっております。 

園舎は、保育室全室に天井窓を設置いたしております。 

また、室内の床や廊下にヒノキやスギを使用して、自然の光や木のぬくもりを生かしたつ

くりとなっております。 

平成９年に移転をした際に、県内の公立保育所では初めて一時保育を導入しております。 

また、平成 15 年に園庭に芝生が寄贈されております。 

それでは、いただいております質問の概要の１番から４番までの説明をさせていただきま

す。 

まず、１番の園庭の管理についてでございます。お手元の視察資料のほうを見ていただき

たいと思います。 

園庭の管理につきましては、まず、下野園を除く３カ園の園庭に芝生が張られております

ので、こちらのほうの芝生管理業務を委託の形で行っております。平成 24 年度までは、地域

振興財団に委託をして芝生の管理をしておりました。平成 25 年度からは指名競争入札の形を

とり、平成 25 年から平成 27 年まで３年間、龍工業株式会社が落札をして、この芝生の管理

をしているところでございます。 

それから、園庭の植木等の消毒作業を１年から２年に１回程度しております。消毒等につ

きましては、その都度、現計予算の中で不定期に行っているところでございます。また、剪

定作業等もシルバー人材センターにお願いをしております。 

２番目の築年数についてでございます。現在の園舎は、先ほど御説明いたしましたとおり、

平成９年３月に竣工しておりますので、おおむね 19 年が経過しております。 

３番目の職員の雇用体系についてでございます。これは、資料のほうの一覧表を見ていた

だきたいと思いますけれども、小鳩園、今、定員が 130 名でございます。現在、直近のでご

ざいますけれども、現在の受け入れ児童数は、この表の合計の欄を見ていただきたいと思い

ますけれども、125 名の児童を受け入れております。 

職員の配置についてでございますけれども、正規職員は 10 名、この中には栄養士１名を含

んでおります。それから、嘱託職員につきましては 12 名、この中には、３名の調理員を含ん
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でおります。正規職員 10 名、嘱託職員 12 名の体制で保育園業務を行っております。そのほ

かに、臨時職員が１名、また、日々雇用の職員が９名おりますので、そのときの行事とか、

受け入れ児童数、状況によりまして、日々雇用職員等を投入しております。 

職員の配置についての規定でございますけれども、０歳児ついては、児童数３名に対して

１名の保育士、それから、１歳児、２歳児につきましては、６名に対して１名の保育士、３

歳児につきましては、20 名の児童に対しまして１名の保育士、４歳児、５歳児につきまして

は、30 名に対し１名の保育士という基準になっております。 

次に４番目、職員の勤務体制についてでございます。職員の勤務につきましては、保育時

間が通常は８時から 16 時までとなっておりますけれども、保育ニーズの観点から延長保育を

しておりまして、午前７時から午後７時まで、子供さんをお預かりしているところでござい

ます。 

それで、この資料の４番目の表をごらんいただきたいと思いますけれども、通常はＡから

Ｆまでのシフトをつくっております。正規職員と嘱託職員、若干違いがございますけれども、

これを組み合わせながら、その日の状況等を見ながら、シフトを変えていくような形になっ

ております。ＡからＦまでが通常使用しているシフトでございまして、Ｇにつきましては、

特別な事情があるとき、大きな行事があるとか、どうしても長時間対応していただかないと

いけないようなとき、こういった場合に使用をしているということでございます。 

以上、簡単ではございますけれども、概要として説明をさせていただきました。 

中川原豊志委員長 

ありがとうございます。 

じゃあ、質疑等もあろうかと思いますが、質疑等につきましては、現地のほうでお願いし

たいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

それで、２月以降の日程につきましても、ちょっと一たん確認しようかと思っとったんで

すけれども、視察後また参集いただけるということですんで、視察後またこの場所に帰って

きていただいて、２月以降の日程については再度確認をさせていただきたいというふうに思

いますんで、よろしくお願いいたします。 

では、一旦説明を終わります。よろしいですか。 

柴藤泰輔委員 

小鳩園、終わって、全員集まるじゃないですか。それで、執行部の方はどうされるんです

か。 

中川原豊志委員長 

できれば、日程の確認のところまでお願いできればなというふうに思っております。 



 - 7 - 

よろしいですか。（「わかりました」と呼ぶ者あり） 

樋口伸一郎委員 

済みません、現地視察の件なんですけれども、これもう、私の考え方なんでちょっとあれ

なんですけれども、これ、冷やかしとかそういうものではなく、本当に、執行部に対して一

般質問とか常任委員会で聞けることもいっぱいあると思うんですよね。今、御説明していた

だいたこういった資料とかは、もちろんここで聞けますし。 

ただ、今、取り組んでいる施策が、子育て世代の拡充とかそういった保育料の拡充という

のは、出ている部分で、あくまでも現場に携わっておられる方々からしか直接聞けないとこ

ろっていうのもあると思うんですよ、私立公立問わず。むしろ、そういうところを少しでも

知ることができなければ、結局数的なことしか解決できないと思っているんで。 

やっぱり、言いにくいっていうのはもちろんわかるんですけれども、できるだけ言いやす

い環境をつくることができれば、現場で保育を見ながら、今のニーズに沿った保育を見なが

ら、率直にどう感じられているのかっていうのを、本当に、気さくにじゃなくてもいいんで

すけれども、できるだけそういうのを聞いた上で、本当に、保護者じゃなくて保育士さんの

ニーズにも応えていかないと、保育士の処遇改善であったり、ふやすことにはつながらない

のかなと思って。そういう保育士さんにしか聞けないこと、現場でしか聞けないことを聞き

たいというのは、私の考え方なんですね。 

だから、言いにくいから言わないっていうことであれば、改善の必要性っていうのを考え

たときに、その部分が拾い上げられないんであれば、どこを改善したほうがいいかわからな

いということにもなりかねないので。できるだけそういうリアルな情報が欲しいというとこ

ろから、ここに、担当課に直接聞きに行けばわかるところは、自分で聞きに行けばわかるこ

となので、少しでも現場の多くの声を聞きたいなっていうスタンスで僕は書いたつもりです。

決して誤解がないようにっていうのだけは、ちょっと御理解いただきたいなと思いましたの

で。 

その辺はお願いします。 

内川隆則委員 

今、樋口委員からしたら冷やかしという言葉が出たんですが、それは私が言ったからそう

いうふうな言葉になったかと思うんですけれども、私が思うには、もう見てわかるように、

正規職員、嘱託職員、臨時職員というふうなやつがあるんですけれども、これはもう、従来

からずっと言ってきた話ですよね。だけん、現場の声を聞くと、聞くもんがつも要らんと思

うけれども、それは、私たちも臨時職員の人たちを正職員にしてください、嘱託員の人たち

を正職員にしてくださいというのは、ありありとわかるわけですよね。 
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今、安倍さんは同一労働同一賃金というふうなことば言いよるが、どこで何のために、ど

ういうふうな話をして言いよるじゃろうかというふうに思うんですけれどもね。 

だから、正規職員の人たちからとってみれば、そういうはざまに置かれて、非常に苦しい

ような立場に置かれているわけですよね。 

だから、誰か一人聞きに行くと、私一人聞きに行くということについて、私の意見と、言

われた人の意見というのが、交わればそういう気持ちになるんですけれども、全員が行って

そういうふうなことを言われた場合に、じゃあこの常任委員会としてどういうふうに結論を

出すかということになると、極めて厳しいような状況が生まれる。 

しかし、一方ではできない部分というのはある。 

そういうふうなやつをどういうふうに整理するかということになると、どうにも結論は出

ませんというふうなことになったら、あんたたち冷やかしで来たとねと、こういうふうに言

われてしまう可能性っていうのは往々にしてあるということを私は思うわけですよ、全員で

行くから。 

だからそういうことで、きちんとした結論めいた話ができるようなことになればいいんで

すけれども、ならないならば、行かないほうがいいというふうに私は思います。 

そういう意味で、冷やかしという言葉を使ったわけです。 

中川原豊志委員長 

ちょっと休憩します。 

 

  午後１時30分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後１時36分開議 

 

 

中川原豊志委員長 

再開します。 

では、日程どおり、ただいまより現地に視察に行きたいと思いますんで、よろしくお願い

いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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  自 午後１時36分 

 

  現地視察 

   鳥栖市立小鳩園 

 

  至 午後２時54分 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後３時４分開議 

 

中川原豊志委員長 

では再開します。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  今後の保育園視察について 

 

中川原豊志委員長 

では、今後の保育園の視察についての日程を協議したいと思います。 

休憩します。 

 

  午後３時４分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後３時57分開議 

 

中川原豊志委員長 

再開します。 
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今後の委員会の進め方といいますか、視察を含めたところでございますけれども、きょう

の視察を踏まえまして、やっぱり保育ニーズが拡大するに当たって、保育士不足というとこ

ろも共通認識としてあるのかなと。ということで、今後、保育所の視察をさせていただく中

に、保育士の拡充についての取り組みというのは、委員会合意の課題ということで、説明さ

せていただくと。 

今後の日程につきましては、２月に公立保育所を１園、４月、５月に、私立保育所を２カ

月間で２園、それで、７月に布津原幼稚園等を視察をさせていただきたいというふうに思っ

ております。 

その後、委員会内で意見調整をしたいと思っていますんで、そういう運びで今後、閉会中

の委員会を進めさせていただきたいというふうに思います。 

それで、２月の保育園視察についてでございますけれども、この場で、まず２月の日程を

決めさせていただきたいと思います。 

ちょっと休憩します。 

 

  午後３時59分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後４時３分開議 

 

中川原豊志委員長 

では、再開します。 

２月の委員会ですけれども、２月の鳥栖いづみ園の視察につきましては、２月９日、午後

１時 10 分から行いたいというふうに思います。 

一旦委員会室に御集合いただきまして、鳥栖いづみ園の概要をまず御説明、御報告いただ

き、現地のほうに行きたい。 

それで、帰りまして、その後、スポーツ振興課のほうにちょっと確認をとりますけれども、

先方の都合上、オーケーであれば、午後３時からスポーツ振興課の（仮称）健康スポーツセ

ンターの状況について、報告を受けたいというふうに思いますんで、改めて、御案内をいた

します。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

では、本日の厚生委員会は、以上で終了いたします。 
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 午後４時４分閉会 
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 鳥栖市議会委員会条例第29条の規定によりここに押印する。 

 

鳥栖市議会厚生常任委員長  中 川 原  豊 志   ㊞ 
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